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平成３０年度第５回東京都消費生活調査員による「もちの原料原産地等の表示」 

に関する調査結果概要 

 

 

１ 調査目的 

  食品表示法に基づく食品表示について、都内の店舗において適正に行われているかの実態を調査す

ることにより、事業者の指導等に活用し、食品表示の適正化を図る。 

 

２ 調査内容 

（１）調査品目 

   食品表示法に定める、食品表示基準第３条第２項による同基準別表第１５第１項（６）に規定す

るもちの計１品目 

 

（２）調査項目 

ア 取扱商品の有無 

イ 表示の有無及び表示の内容 

    特に、原料原産地名表示について重点的に調査を依頼し、次の一括表示全般を調査対象とした。 

    名称、原材料名、原料原産地名、内容量、賞味期限又は消費期限、保存方法、表示責任者（製

造者等）の氏名又は名称及び住所 

 

（３）調査期間 

 平成３０年１１月２２日（木曜日）から平成３０年１２月６日（木曜日）まで 

 

（４）調査の規模 

  ア 調査開始時の調査員数：１９０名 

  イ 調査実施人数    ：１８１名 

ウ 調査実施店舗数   ：３６２店舗 

  エ 調査対象品目数   ：３６２品目 
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３ 調査結果 

（１）もち 

   取扱店舗数 ３６２店舗（取扱率１００．００％） 

   取扱数 ３,６１７ 

表示項目 表示適正数（表示適正率） 不適正項目数 

名称 ３,６１７（  １００％）  

原材料名 ３,６１７（  １００％）  

原料原産地名 ３,６１６（９９．９７％） １ 

内容量 ３,６１７（  １００％）  

賞味期限（又は消費期限） ３,６１７（  １００％）  

保存方法 ３,６１６（９９．９７％） １ 

表示責任者 

（製造者等） 

氏名又は名称 ３,６１７（  １００％）  

住所 ３,６１７（  １００％）  

不適正項目数 計  ２ 

    

不適正商品数 計  ２  

 

 

（２）調査結果に基づく対応について 

調査員から不適正表示の報告があった２商品については、現地確認調査等を実施した。その結果、

適正に表示されていることを確認したため、以上をもって調査終了とする。 


